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ハード環境に依存しないVM単位の柔軟なストレージ管理を実現した 
Maxta 社MxSP Hyper Converged Storage platformを国内で販売開始
～大型で高額な仮想環境用SAN/NASの代替ソリューション～
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いつもお世話になっております。
コアマイクロシステムズの吉政忠志でございます。

本日はVM単位の柔軟なストレージ管理を実現したMaxta 社MxSP Hyper 
Converged Storage platform(Virtual storage appliance)の国内販売を
4月1日より開始することを発表いたしましたので、お知らせします。
また、好評連載中の海外NexentaStorコラムのアップデートも下段でお伝
えします。

Maxta 社のMxSP Hyper Converged Storage platformはサーバハードウエ
アベンダやハイパバイザソフトウェアベンダに依存しないため、ベンダロ
ックインのない自由度の高い柔軟なコンバージド型(仮想ホストサーバ+
共有ストレージ+仮想ネットワーク)仮想環境を容易に構築することが可能
です。複数のサーバ内リソース(CPU、メモリ、ストレージ/SSD&HDD)をシ
ームレスに統合し、スケールアウト(容量/性能)型の統合仮想環境を構成
します。これにより従来のような高価で複雑なSAN/NASはもはや不要にな
ります。

また、従来仮想環境で複雑な運用を強いられていたLUNやボリュームとい
う概念を完全に取り払い、VM単位/VM毎のストレージ管理(容量/QoS/スナ
ップショット/クローン/レプリケーション)を実現しました。これにより、
導入時の機器コスト低減はもちろんのこと、構築/運用/保守コストを激
減させることができます。導入に際しても、小規模スモールスタートか
ら始め、大規模な展開へと非常に柔軟な拡張が可能です。

構成が限定された専用アプランスやハイパバイザベンダ限定のConverged
 Storage platformと異なり、ユーザニーズの幅広い要件に柔軟に応える
ことが可能です。

◆Maxta MxSP のコンセプト
1)SAN/NASを不要とした低価格サーバベーススケールアウト型統合仮想環
　境の実現
2)LUN/ボリュームベースのストレージ管理の撤廃
3)VM毎の容易なストレージ管理(容量/QoS/スナップショット/クローン/
　レプリケーション)
4)高効率なストレージ運用（シンプロビジョニング/圧縮/重複排除）
5)SSD技術ベースの階層型統合仮想ストレージ化によるVM毎のQoSを実現
6)リニアな性能向上と容量拡張を実現するスケールアウトクラスタ構成
7)ベンダロックインのないソフトウェアオンリー（SDS）ソリューション
8)各社サーバベンダ対応リファレンスアーキテクチャの展開と公開
9)VMware、Hyper-V、Xen、KVMに対応
10)Open Stackに対応

※価格や比較表など詳細は以下をご覧ください。
http://www.cmsinc.co.jp/news/2015/news2015030301.html
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2015年2月号　『2015 年はやったことが返ってくる年になるとの予測』
http://www.cmsinc.co.jp/mm/column/nexentastor_column04.html

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
※CMS News Letterについては下記にバックナンバーをアップしています。
　http://www.cmsinc.co.jp/mm/mailmagazine/index.html
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当たり前ですが、仮想化が普及するとともにストレージの重要度も増し
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ています。重要度が増すたびに高機能が要求され、ストレージの価格が
あがっているような気もします。今回ご紹介するMaxtaは安価なストレ
ージで高価なストレージと同じ機能を提供することができるすぐれもの
です。興味がある方は是非チェックください。（吉政）

――――――――――――――――――――――――――――――――
コアマイクロシステムズでは、お客様事例を募集しております。事例公
開にご協力いただきましたお客様の社名やお取り組みを弊社のホームペ
ージや販促資料に記載し、皆様のビジネスの露出度向上に些少でも貢献
出来ればと思います。お気軽に弊社担当までお申し付けください。
―◇本メールマガジンの登録解除方法◇――――――――――――――
このメールに対する登録解除は★そのまま返信★でその旨をお伝えくだ
さい。
――――――――――――――――――――――――――――――――
本メールマガジンの送付先追加と送付先変更方法
このメールマガジンに★そのまま返信★で下記の項目をCut & Pasteし
て項目を埋め、返信して下さい。

変更の場合、旧送付先：
（１）メールアドレス：
（２）氏名　　　　　：
（３）会社名　　　　：
（４）部署名　　　　：
（５）役職名　　　　：

――――――――――――――――――――――――――――――――
発行人：コアマイクロシステムズ株式会社　吉政　忠志
──―――─（C) Core Micro Systems Inc., All Rights Reserved ―
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